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自 治 会 組 織 図

東竪町自治会 町内の自治（良好な地域社会の維持
及び形成に資することを目的とし各
種情報提供と親睦連帯感を深める
行事等。ホームページの運営）
東竪町自治会文化委員会

文化講座の取り組み
①文化講座（地域資源の掘り起こし）

②文化講座（住みよい町づくり）

③郊外講座・研修

④関係諸団体との交流

文化祭の取り組み
⑤文化祭の実施（地域文化力の向上）

⑥燈篭の製作（猿楽能と山鉾）



• 小さな地域のささやかな活動、地域内に存在す
る歴史的建造物、文化財、人脈を活用し、歴史に
学び、未来を展望し、地域住民相互のコミュニ
ケーションと連帯を保ち、望ましい共生環境を整
える。

• 少子高齢の中、町内の活性化の為文化委員会
を発展させ、町内の未来を展望する取組を実践
する。 文化講座の新たな展開（A)

• 町内に残る文化財の保存、活用に取り組む。

• 過去3年間の取り組みの継承・発展を図る。（B)

文化委員会の基本理念と取り組み



町誌つくりの取り組みは伝統文化掘り起こしの宝庫



「猿楽能」と「田楽能」

神事能

その発祥は五穀豊穣を祈る農耕の願いと無病息
災を願う庶民文化に根差すものであっただろう。

母体の違いによって、大衆を基盤とする物まね縁
起を主流とする『猿楽能』と都人、貴族社会を基盤と
する幽玄を目指した「田楽能」に分化していく。隆盛
期の猿楽能は大和猿楽。近江猿楽、丹波猿楽、摂
津猿楽、伊勢猿楽、越前猿楽など全国に広がって
いたようです。やがて大和猿楽と近江猿楽が勢力を
強め、さらに都の田楽能の要素を取り入れ大和猿
楽が現代の能に収束していったようです。
大和4座の一つ「結崎座」の世阿弥・観阿弥のスー
パースターの功績は周知の通りでしょう。



神事能致候



『丹波猿楽能』発祥地 鍬山神社

鍬山神社のある京都丹波、亀岡市矢田地域は丹波猿楽能、日本の古典芸能『能』の発祥地である。
発祥から江戸時代まで、当地域の矢田座は隆盛を極め、京都の伏見の御香宮や上賀茂神社、大原な
どへ神事能の奉納あるいは指導に出向いている。京丹波地域にはほかにも幾つかの座があった様で、
丹波梅若の痕跡は南丹市日吉町に残る。梅若家の菩提寺曹源寺の前にある橋の欄干には能舞が描
かれている。梅若の墓碑は人里離れた木畑ヒヨ地区の山間にひっそりと立つ。

矢田地区には雅楽も継承されており、歴史の重みを感じる。渡来系の散楽から分岐し種々の古典芸
能が丹波地域に根付いている。亀岡城下町に残る山鉾にも多大の影響を与えたようだ。
鍬山神社はもみじの名所である。晩秋の丹波路散策には当地のもみじ鑑賞をお勧めする。



鍬山神社に猿楽能のルーツが



鍬山神社に猿楽能のルーツが
…

 …な
お
当
社
で
行
わ
れ
て
い
た
神
事
能
の
一
つ
に
現
在
の
能
楽
の

源
流
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
丹
波
猿
楽
が
あ
り
平
安
京
は
も

と
よ
り
摂
津
・河
内
な
ど
各
地
に
出
向
い
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た

が
天
正
４
年
（
１
５
７
６

）明
智
光
秀
の
丹
波
侵
攻
の
混
乱
に

よ
り
悉
く
廃
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

…
 …



地域に残る神事能の痕跡

古文書は語る

馬路地域の猿楽能

御香宮・・大原への出前の記録

点在する丹波梅若のゆかり



第1回調査は南丹市日吉町
丹波猿楽能 梅若家の墓所
南丹市日吉町殿田



丹波猿楽能 梅若家の菩提寺
曹源寺 と 曹源寺橋欄干

南丹市日吉町殿田



丹波猿楽能 梅若家の墓碑
南丹市日吉町生畑ヒヨ




